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１ 点検・評価の趣旨等 

 平成１９年６月に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」が一部改正され、「教

育委員会の責任体制の明確化」を目的として、同法第２６条に「教育に関する事務の管理

及び執行の状況の点検及び評価等」が規定されました。 

この規定に基づき、平成２０年４月から、全ての自治体の教育委員会自らが、毎年、そ

の教育行政事務の管理及び執行状況について、点検及び評価を行い、その結果に関する報

告書を作成し、議会に提出するとともに、これを公表することが義務づけられました。 

 由利本荘市教育委員会においては、効果的な教育行政の推進に資するとともに、市民へ

の説明責任を果たすため、平成２１年度（２０年度実績）から事業の点検及び評価を実施

し、報告書にまとめ、議会に提出するとともに公表しております。 

今年度においても、同法の趣旨を踏まえ、各教育分野の施策及び重点事業等の執行状況

について点検及び評価を行い、今後、より効率的な教育行政の推進を図っていくものです。 

 

＜参考＞ 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況につい

て点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出する

とともに、公表しなければならない。 

 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を

有する者の知見の活用を図るものとする。 

 

 

２ 点検及び評価の概要 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２１条」で、教育委員会の職務権限とされ

ている事務のほか、教育委員会で所管するすべての事務を対象としますが、点検・評価に

あたっては、『由利本荘市の教育』に掲げる施策を９項目１２事業に集約し、実施してお

ります。 

 

３ 学識経験者の知見の活用 

 学識経験を有する者の知見の活用について、本市教育委員会では、由利本荘市社会教育

委員の会会長の伊藤孝紀氏、由利本荘市ＰＴＡ連合会会長の伊藤慎氏にご意見をいただい

ております。 
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４．教育委員会の活動状況 

（１）会議の開催状況 

期日 付  議  案  件 

R3.4.26 

（定例会） 

議案第１１号 由利本荘市教育支援委員会委員の委嘱について 

議案第１２号 由利本荘市社会教育委員の委嘱について 

議案第１３号 由利本荘市公民館運営審議会委員の委嘱について 

議案第１４号 由利本荘市資料館協議会委員の委嘱について 

議案第１５号 由利本荘市ボートプラザ「アクアパル」条例の一部改正に 

       ついて 

報 告    ①教育関係指導員等配置について 

②教育委員会関係 主な工事の状況について 

③新山小学校 実施設計パース図について 

④矢島小学校 基本設計パース図について 

⑤市内小・中学校 生徒指導関係事案一覧について 

⑥市内小・中学校 長期休業日、学校行事等一覧について 

⑦ふれあい教室タブレット贈呈式について 

⑧鳥海山木のおもちゃ美術館 入館者数について 

⑨ナイスアリーナ利用状況等について 

⑩大平スキー場管理運営規則の一部改正について（報告） 

⑪事業・行事等の報告及び予定事項 

R3.5.27 

（定例会） 

議案第１６号 議会の議決に付すべき契約の締結について 

議案第１７号 議会の議決に付すべき契約の締結について 

議案第１８号 由利本荘市学校運営協議会委員の任命について 

議案第１９号 由利本荘市公民館運営審議会委員の委嘱について 

議案第２０号 由利本荘市ボートプラザ運営委員会委員の委嘱について 

議案第２１号 由利本荘市スポーツ推進委員の委嘱について 

議案第２２号 由利本荘市図書館協議会委員の任命について 

報 告    ①新山小学校改築事業について 

②市内小・中学校 生徒指導関係事案一覧について 

③教育委員学校訪問一覧について 

④新型コロナウイルス感染症対策について 

              市内で発生した場合の対応について 

              児童生徒の出席の取扱い及び教職員の服務等について 

⑤由利本荘市校長会 情報交換会について 
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⑥第１回由利本荘市コミュニティ・スクール連絡協議会 

について 

⑦学校給食費未納状況について 

⑧鳥海山木のおもちゃ美術館 入館者数について 

⑨ナイスアリーナ利用状況等について 

⑩東京２０２０オリンピック聖火リレーについて 

⑪事業・行事等の報告及び予定事項 

R3.6.25 

（協議会） 

協 議    １．新型コロナウイルス感染症感染防止対策について 

R3.6.25 

（定例会） 

議案第２３号 由利本荘市文化財保護審議会委員の任命について 

議案第２４号 由利本荘市民俗芸能伝承館運営協議会委員の委嘱について 

議案第２５号 由利本荘市スポーツ推進委員の委嘱について 

報 告     ①教育委員会関係 主な工事の状況について 

②市内小・中学校 生徒指導関係事案一覧について 

③夏季教職員研修会開催要項について 

④鳥海山木のおもちゃ美術館 入館者数について 

⑤開館３周年 木育おもちゃまつりについて 

⑥東京オリンピック日本代表内定の小野祐佳選手について 

⑦ＴＤＫ硬式野球部 社会人野球日本選手権大会出場について 

⑧東京オリンピック聖火リレーについて 

⑨ナイスアリーナ利用状況等について 

⑩事業・行事等の報告及び予定事項 

R3.7.29 

（定例会） 

議案第２６号 由利本荘市教育委員会の議席指定について 

議案第２７号 公の施設の指定管理者の指定について 

報 告    ①7 月 11 日からの大雨災害に係る被害状況について 

②本荘東中学校区統合小学校 土地利用計画平面図（素案） 

 について 

③本荘地域学校再編委員会等について 

④市内小・中学校 生徒指導関係事案一覧について 

⑤中学生と管内企業のふれあいＰＲ事業について 

⑥脊柱側弯症に係る損害賠償請求に関する件について 

⑦市内小・中学校 東北大会・全国大会関係について 

⑧鳥海山木のおもちゃ美術館条例施行規則の一部改正について 

⑨鳥海山木のおもちゃ美術館 入館者数について 
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⑩小野祐佳選手の東京オリンピック出場について 

⑪全国高等学校総合体育大会（北信越）市内高校・関係者出場

一覧について 

⑫ナイスアリーナ利用状況等について 

⑬事業・行事等の報告及び予定事項 

R3.8.20 

（協議会） 

協 議     １．市内小中学校教職員、児童生徒に対する新型コロナウイル

ス感染症 感染予防対策について 

R3.8.20 

（定例会） 

報 告     ①教育委員会関係 主な工事の状況について 

②市内小・中学校 生徒指導関係事案一覧について 

③秋の教育委員学校訪問（案）について 

④市内小・中学校の主な取組・功績等について 

⑤芸術鑑賞教室について 

⑥鳥海山木のおもちゃ美術館 入館者数について 

⑦東京パラリンピック聖火フェスティバル・県集火式・出立式 

等について 

⑧「チャレンジデー２０２１」について 

⑨岩城地域多目的屋内体育施設の今後の方向性について 

⑩ナイスアリーナ利用状況等について 

⑪事業・行事等の報告及び予定事項 

R3.9.1 

（臨時会） 

議案第２８号 家族がＰＣＲ検査等の対象となった児童生徒を早退させた事案

について 

R3.9.21 

（臨時会） 

議案第２９号 新型コロナウイルス感染症に係るガイドライン改定について 

R3.9.29 

（協議会） 

協 議    １．市内小中学校教職員、児童生徒に対する新型コロナウイル

ス感染症の感染予防対策について 

R3.9.29 

（定例会） 

議案第３０号 由利本荘市立本荘東中学校区統合小学校の整備構想について 

議案第３１号 由利本荘市教育支援委員会委員の委嘱について 

報 告    ①新山小学校改築事業・本荘北中学校大規模改修事業について

②市内小・中学校 生徒指導関係事案一覧について 

③新型コロナウイルス感染症対策について 

市内で発生した場合の対応について 

児童生徒の出席の取扱い及び教職員の服務等について 

④市内小・中学校 長期休業日、学校行事等一覧について 

⑤市内小・中学校 東北大会・全国大会関係について 
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⑥脊柱側弯症に係る損害賠償請求に関する件について 

⑦由利本荘市奨学資金の貸付計画について 

⑧鳥海山木のおもちゃ美術館 入館者数について 

⑨一般財団法人由利本荘市スポーツ協会の設立について 

⑩奥羽横断駅伝競走大会について 

⑪本荘由利総合運動公園陸上競技場の走路等沈下状況 

について 

⑫ナイスアリーナ利用状況等について 

⑬事業・行事等の報告及び予定事項 

R3.10.26 

（臨時会） 

議案第３２号 新型コロナウイルス感染症に係るガイドライン改定について 

 

R3.10.26 

（定例会） 

議案第３３号 公の施設の指定管理者の指定について 

議案第３４号 公の施設の指定管理者の指定の期間の変更について 

議案第３５号 由利本荘市岩城多目的屋内体育施設条例の一部改正について 

報 告    ①本荘南・本荘東中学校区 各統合小学校準備委員会について 

②北部学校給食センター配送車のラッピングについて 

③市内小・中学校 生徒指導関係事案一覧について 

④令和２・３年度 成人式開催について 

⑤柿﨑竹美リベンジコンサート２０２１について 

⑥鳥海山木のおもちゃ美術館 入館者数について 

⑦ＴＤＫ硬式野球部 第９２回都市対抗野球大会出場について 

⑧ナイスアリーナ利用状況等について 

⑨事業・行事等の報告及び予定事項 

R3.11.19 

（定例会） 

議案第３６号 令和４年度由利本荘市立小・中学校教職員人事異動方針 

について 

議案第３７号 由利本荘市文化財保護審議会委員の任命について 

議案第３８号 由利本荘市民俗芸能伝承館運営協議会委員の委嘱について 

協 議    ①教育委員会関係 主な工事の状況について 

②市内小・中学校 生徒指導関係事案一覧について 

③由利本荘市冬季教職員研修会について 

④由利本荘市中学生会議について 

⑤脊柱側弯症に係る損害賠償請求に関する件について 

⑥あゆかわクリスマスマルシェについて 

⑦鳥海山木のおもちゃ美術館 入館者数について 
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⑧東京オリンピック出場「小野祐佳氏」の紹介コーナーの 

設置等について 

⑨チャレンジデー２０２１の開催結果について 

⑩第６１回奥羽横断駅伝競走大会について 

⑪ナイスアリーナ利用状況等について 

⑫事業・行事等の報告及び予定事項 

R3.11.19 

（臨時会） 

議案第３９号 教職員の処分について 

 

R3.12.16 

（臨時会） 

議案第４０号 処分について 

 

R3.12.24 

（協議会） 

協 議    １．令和４年度 機構改革案について 

 

R3.12.24 

（定例会） 

議案第４１号 教育予算の見積りについて 

報 告    ①全国学力・学習状況調査結果（概要）について 

②市内小・中学校 生徒指導関係事案一覧について 

③由利本荘市中学生会議について 

④市内小・中学校の主な取組・功績等について 

⑤令和２・３年度 成人式開催について 

⑥第１７回由利本荘美術展について 

⑦鳥海山木のおもちゃ美術館アフターコロナを見据えた魅力 

向上事業について 

⑧鳥海山木のおもちゃ美術館 入館者数について 

⑨スポーツ関係の功労者表彰者の紹介 

⑩ナイスアリーナ利用状況等について 

⑪事業・行事等の報告及び予定事項 

R4.1.27 

（臨時会） 

議案第１号 職員の懲戒について 

R4.1.27 

（定例会） 

議案第２号 由利本荘市教育に関する事務の職務権限の特例に関する条例案に

対する意見について 

報 告   ①市内小・中学校 生徒指導関係事案一覧について 

②令和２・３年度 成人式実施報告について 

③鳥海山木のおもちゃ美術館 入館者数について 

④ナイスアリーナ利用状況等について 

⑤事業・行事等の報告及び予定事項 
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R4.2.28 

（定例会） 

議案第３号 条例案に対する意見について 

議案第４号 土地（本荘東中学校区統合小学校建設事業用地）の取得について 

議案第５号 由利本荘市事務の管理及び執行状況の点検・評価実績報告書 

（令和２年度実績）について 

議案第６号 令和４年度由利本荘市立小中学校教職員の定期人事異動について 

協 議   １．令和４年度学校閉庁日について 

      ２．新型コロナウイルス感染症に係る柔軟なガイドラインの運用 

        について 

報 告   ①主な工事の状況について 

②主要事業（令和４年度予算） 

③市内小・中学校 生徒指導関係事案一覧について 

④市内小・中学校の主な取組・功績等について 

⑤令和４年度 地区高校一般選抜志願状況について 

⑥学校給食費未納一覧について 

⑦鳥海山木のおもちゃ美術館 入館者数について 

⑧由利本荘市スポーツ賞「受賞者」名簿について 

⑨第５６回由利本荘市クロスカントリーレースについて 

⑩ナイスアリーナ利用状況等について 

⑪事業・行事等の報告及び予定事項 

R4.3.25 

（臨時会） 

議案第７号 職員の懲戒について 

 

R4.3.25 

（定例会） 

議案第８号 由利本荘市教育に関する事務の職務権限の特例に関する条例の施

行に伴う教育委員会規則の整備に関する規則の制定について 

議案第９号 由利本荘市立学校教職員辞令式規則等の一部改正について 

議案第１０号 由利本荘市歴史文化拠点施設整備基本方針について 

議案第１１号 由利本荘市図書館条例施行規則の一部改正について 

議案第１２号 由利本荘市スポーツ推進委員の委嘱について 

議案第１３号 令和４年度由利本荘市の教育について 

議案第１４号 令和４年３月３１日付由利本荘市教育委員会職員の人事異動に

ついて 

議案第１５号 令和４年４月１日付由利本荘市教育委員会職員の人事異動に 

ついて 

報 告    ①市内小・中学校 生徒指導関係事案一覧について 

②新型コロナウイルス感染症対策について 
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市内で発生した場合の対応について 

        児童生徒の出席の取扱い及び教職員の服務等について 

③令和４年度春季教職員研修会について 

④鳥海山木のおもちゃ美術館 入館者数について 

⑤ナイスアリーナ利用状況等について 

⑥事業・行事等の報告及び予定事項 

 

（２）教育委員の活動状況 

  ①学校訪問 

月   日 訪 問 校 月   日 訪 問 校 

 ６月１１日 矢島小 ７月１２日 西目小 

６月１５日 矢島中 ７月１３日 尾崎小 

６月１８日 子吉小 ７月１４日 岩城小・西目中 

６月２２日 鶴舞小 ７月１５日 新山小 

６月２４日 由利小・由利中 ９月２４日 新山小 

６月２９日 小友小・本荘東中 ９月２８日 岩城小・岩城中 

６月３０日 大内小 １０月１日 鶴舞小 

７月 １日 鳥海中・鳥海小 １０月６日 東由利小 

７月 ２日 岩谷小・大内中 １０月７日 岩谷小 

７月 ６日 本荘南中 １０月１２日 西目小・本荘東中 

７月 ７日 本荘北中・岩城中 １０月１４日 矢島中 

７月 ８日 東由利小・東由利中 １０月１５日 本荘北中 

 

②諸会議・研修等 【教育長・教育委員】 

月  日 会議名等 場   所 出席者 

５月１９日 東北都市教育長協議会総会  書面審議 

６月 ８日 秋田県都市教育長協議会総会  書面審議 

６月 ８日 秋田県市町村教育委員会連合会  

第１回定期総会 

 書面審議 

９月 中旬 秋田県市町村教育委員会連合会 

第２回定期総会 

秋田市 中止 

１０月２８日 全国都市教育長協議会定期総会 山口県 中止 

１１月 下旬 秋田県都市教育長協議会教育長会議 秋田市 中止 
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１１月  ９日 Ｂ＆Ｇ全国教育長会議 東京/笹川記念館 欠席 

１月２２日 Ｂ＆Ｇ全国サミット  中止 

 

（３）計画の策定状況 

  「由利本荘市教育の振興に関する施策の大綱〈令和２～６年度〉」 令和２年２月策定 

 「第４次由利本荘市生涯学習推進・社会教育中期計画〈令和２～６年度〉」 

 令和２年３月策定 

 「由利本荘市スポーツ振興計画〈平成 28～令和 6 年度〉」    平成２８年９月策定 

  「由利本荘市第二次学校環境適正化基本計画」         平成３１年３月策定 

「由利本荘市歴史文化拠点施設整備基本方針」          令和４年３月策定 

 

（４）市民への情報提供の状況 

   ・市広報及び市ホームページを活用して情報を提供している。 
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５．主要施策・事業等の実施状況と評価 

 分 野 学校教育部門 

項  目 （１）確かな学力の形成 担当課 学校教育課 

点検・評価対象事業名 ①諸調査の分析及び研修会 

事業の目的   

○諸調査の分析を充実させることで児童生徒の実態を把握し、授業改善を図ったり課題

に対応した効果的な手立てを講じたりすることができるようにする。 

○いじめの早期発見・即時対応や、不登校又はその傾向のある児童生徒への支援など、

生徒指導上の諸課題への対応の充実を図る。 

事 業 の 実 施 状 況  

○学力調査の分析・訪問指導等 

○児童生徒質問紙等の分析 

○学校生活アンケート、不登校実態調査等の実施 

点 検 評 価 及 び 説 明 □目標を上回る      ■ほぼ目標どおり 

□目標をやや下まわる   □目標を大幅に下まわる 

○学力調査の分析・訪問指導等 

・全国学力・学習状況調査（小６・中３対象）採点委員会の開催（６月１日、２日） 

・秋田県学習状況調査（小４～中２対象）採点委員会の開催（12月３日、６日） 

小・中学校の教員が集まり、教科毎に採点をし、成果と課題について協議した。

課題については、改善に向けて指導の際に意識したいこと等も協議した。また、協

議内容を各校へ情報提供し、授業改善のために活用した。 

・総合学力調査（小５～中３対象）の実施（４月） 

結果について、Ｗｅｂ分析システムを活用して観点や領域、基礎・応用などのカ

テゴリー別に分析し、成果と課題を検証した。また、事後指導には、児童生徒個々

の実態に応じた復習シート等を活用した。 

・市授業力向上訪問等の実施（各校の希望日６月～２月：27回） 

   指導主事が各校を訪問し、授業研究会や研修会を通して、新学習指導要領に沿っ

た指導や児童生徒の主体的な学びを促す手立て、タブレット端末の効果的な活用な

どについて助言した。 

○児童生徒質問紙等の分析 

各教科や家庭学習への取組、授業でのＩＣＴ機器の活用状況、生活習慣、地域へ

の関心などに対する意識を分析し、その結果を市のホームページに掲載したほか、

各学校の学校報に「結果概要」を掲載するよう依頼し、保護者や地域住民に広く周

知した。 
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○学校生活アンケート、不登校実態調査等の実施 

・学校生活アンケート（７月・11月）の実施 

   いじめの解消を目的とし、いじめに関する記述についてはそのすべてに即時対応

し、指導や見守りを継続している。 

・不登校児童生徒実態調査（７月・12月）の実施 

   不登校又はその傾向のある児童生徒の実態と対応について把握し、各校に対して

適応指導教室やその他関係諸機関との連携を働きかけるなど、指導の充実を図って

いる。 

今後の課題及び改善策・方向性  

○学力調査の分析結果について周知を図るとともに、「個別最適な学びと協働的な学びの 

 一体的な充実」を図るため、授業改善とＩＣＴ機器の効果的な活用を推進する必要があ 

 る。また、意識調査の結果を学校での指導に生かし、家庭や地域との連携を一層深めて 

 いくことが大切である。 

○各校における児童生徒の「居場所づくり・絆づくり」の取組や、家庭や関係諸機関と

の連携、及び「個」に応じた支援が一層充実するような働きかけを継続していく。 

学識経験者の意見  

・学習状況調査において、採点委員会で教員が教科毎に採点し、成果と課題につい

て協議し、協議内容を各校に情報提供し、授業改善のために活用したことは高く

評価したい。 

・授業力向上のため、指導主事が各校を訪問し、新学習指導要領に沿った指導をし

たことも高く評価する。 

・学校生活アンケートにおいて、いじめに関する記述については、その全てに即時

対応し、指導や見守りを継続していることも高く評価する。 

・今後、不登校の児童生徒に対し、タブレットを活用した授業が受けられるように

なることを期待したい。 
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 分 野 学校教育部門 

項  目 （１）確かな学力の形成 担当課 学校教育課 

点検・評価対象事業名 ②特別支援教育及び就学前教育等への支援 

事業の目的   

○早期からの教育相談体制を整備し、子どもや保護者に寄り添った支援を継続していく

ことで「０歳から就労まで」の切れ目ない支援体制を構築する。 

○健康福祉部三課（子育て支援、健康管理、福祉支援）と連携して情報共有を図り、子

どもや保護者の実態に応じた支援を行う。 

事 業 の 実 施 状 況  

○「５歳児健康相談」における教育相談の実施 

○園訪問と教育相談の実施 

○就学支援員及び学校間連携コーディネーターの配置 

○特別支援教育支援員の配置 

点 検 評 価 及 び 説 明 ■目標を上回る      □ほぼ目標どおり 

□目標をやや下まわる   □目標を大幅に下まわる 

○「５歳児健康相談」における教育相談の実施 

市内すべての５歳児（年中児）を対象とした健康相談において、健康管理課や

子育て支援課との連携により教育相談を実施し、情報の共有化を図った。 

遊びの様子を観察したり、発達検査の結果を共有したりしながら、保健師や保

育士、臨床心理士、教育専門監と連携し、子育てや就学に関する支援方法を検討

した。また、就学までの家庭での支援や準備に関する情報を保護者に提供した。 

○園訪問と教育相談の実施 

４月に、園が作成した実態表を基に「特別な配慮を要する年長児」を把握し、

５～６月の園訪問で対象児の観察と職員からの情報収集を行った。 

  特別支援教育に係るリーフレット「就学までのながれ」を活用して園の職員と

打合せを実施した。また、相談会や教育相談、就学決定の時期等についても説明

し、理解を得た。 

  就学後に特別な支援を希望する園児と保護者を対象に、就学先の小学校での教

育相談を実施した。学校見学や授業参観をしたり、支援について話し合ったりし

た。 

○就学支援員及び学校間連携コーディネーターの配置 

  保育園や認定こども園等から小学校への円滑な就学に向けて、就学支援員を配

置した。入学後に特別な支援を必要とする園児の小学校での教育相談に同行した

り、「学ぶんファイル」の作成や活用を勧めたりして、円滑な引継ぎを行った。
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また、幼児通級指導教室（さくら教室）では、支援を必要とする子どもに対し、

実態に応じて、小学校入学後の活動につながる個別指導を実施した。 

小学校から中学校、中学校から高校・特別支援学校への引継ぎを確実に行うた

めに、学校間連携コーディネーターを配置した。児童生徒や保護者と面談をする

ことで、進路に関する情報を提供したり助言したりした。また『引継ぎシート』

を活用した学校間の円滑な引継ぎと見届けを支援した。 

○特別支援教育支援員の配置 

   各学校の実情や児童生徒の教育的ニーズに応じた学習、生活、医療面での支援

をする特別支援教育支援員の配置を行った。 

  ４月に行われた県主催の研修会に同行し、研修の様子や参加者の考えを把握し

た。また、５月に市主催の研修会を開催し、障害の特性に応じた支援について講

義や意見交換を通じて考え、理解を深める機会とした。 

今後の課題及び改善策・方向性  

○特別な支援を要する児童生徒について、就学支援員や学校間連携コーディネータ

ーの役割を生かしながら、各園や学校が主体となって引継ぎができるように支援

していく。 

○特別支援教育支援員の配置について、対象児童生徒が年々多くなっており、希望

どおりの配置ができない状況にある。学校の実情や児童生徒の実態をより細かく

把握し、自立に向けた支援ができるように、配置の工夫や支援方法の提案をして

いく。 

学識経験者の意見  

・保育園や認定子ども園などから小学校への円滑な就学に向けて、就学支援員を配

置し、入学後に特別な支援を必要とする園児の小学校での教育相談に同行したり

「学ぶんファイル」の作成や活用を勧めたりして、円滑な引継ぎを行ったことは

高く評価したい。 

・幼児通級指導教室（さくら教室）では、支援を必要とする子どもに対し、実態に

応じて小学校入学後の活動につながる個別指導を実施したことも高く評価する。 

・支援を要する児童生徒に対し、学校間連携コーディネーターを配置しているが、

こういった形で個別に対応してくれる仕組みは大変よいと思う。一方で年々対象

児童生徒が多くなっており、コーディネーターの負担も増えていることから、可

能であれば各地域に１名ずつ配置してほしい。 
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 分 野 学校教育部門 

項  目 （１）確かな学力の形成 担当課 学校教育課 

点検・評価対象事業名 ③学校のＩＣＴ環境整備 

事業の目的   

○国のＧＩＧＡスクール構想により、児童生徒一人一台のタブレット端末の整備が

進んだことに伴い、本市においても、学びの個別化、主体的な学びの促進等、こ

れからの学校教育で重視される学びの形の実現に向け、端末や機器等の整備・活

用に向けた環境面の充実など、ＩＣＴ環境の整備を推進していく。 

事 業 の 実 施 状 況  

○タブレット端末等の機器類の整備、使用する際のルールの策定及び保護者への周知な

ど、日常的な使用に向けた環境整備 

○プロジェクター等の関連機器の充実 

○タブレット端末の家庭への持ち帰りに向けた環境整備 

点 検 評 価 及 び 説 明 □目標を上回る      ■ほぼ目標どおり 

□目標をやや下まわる   □目標を大幅に下まわる 

○ＧＩＧＡスクール構想によるタブレット端末の整備 

  タブレット端末導入の目的や活用場面のイメージ、使うときのルールについて

文書を整え、児童生徒及び保護者に周知した。 

  タブレット端末の機能やソフトの使い方、各教科での実践事例の紹介など、教

員向け研修会を設定し、指導者のスキルアップを行った。 

○「ゆりほんＩＣＴ子供の学びアップデートプラン」の策定 

  ＧＩＧＡスクール構想をより具体化するために、由利本荘市独自の「発信する

力」「創る力」「拡げる力」「環境整備」の四つの柱に沿った年次計画を策定し

た。 

○プロジェクター等の関連機器の整備と管理 

  各学校の普通教室及び特別教室に整備された、電子黒板機能を備えたプロジェ

クターや書画カメラなどは、全ての学校において日常的に活用されている。使用

頻度の高まりとともに、修理等の要請も増加したが迅速に対応した。 

○ドローンの導入と活用 

  市内各校に配付したドローンを活用した学校が見られ、学校祭で作成した動画

を効果的に提示し、保護者や地域に取組の様子を発信することができた。 

○タブレット端末持ち帰りに向けた環境整備 

  家庭のインターネットの環境整備の支援として、環境の整っていない家庭へ貸

し出すためのモバイルルーターを準備した。 
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○タブレット端末の持ち帰り等に関するモデル校での検証 

  モデル校を指定し、タブレット端末を家庭に持ち帰った際の、セキュリティ状

況・デジタルドリルの接続状況、生徒の活用状況等に関する検証を実施し、令和

４年度の本格的な持ち帰りに向けて準備を進めた。 

今後の課題及び改善策・方向性  

○児童生徒や教師のＩＣＴスキルアップを目指し、機器トラブルへの対応や操作に

関する助言等を行うＩＣＴ支援員の配置を具体化する必要がある。登録する県立

大学生の人数にもよるが、可能な限り同じ学生を同じ学校に派遣するなど、今後

学校側の要望に沿った運用を図ることが効果的な活用につながる。 

○児童生徒個々に応じた学習に対応できるというタブレット端末の特性を生かすた

め、個別に最適化された教材（デジタルドリルなど）の選定や、学習にタブレッ

ト端末を活用できる場面を紹介するなどの機会の設定を進める必要がある。 

○タブレット端末を家庭へ持ち帰って活用することを想定し、セキュリティ面等の

環境整備や、試用期間を設け実態を把握するなどの段階的な運用が必要である。 

学識経験者の意見  

・全ての児童生徒にタブレットが整備され、授業に活用できる環境が整ったことは

よかった。今後はＩＣＴを活用した学習の充実に努めてほしい。 

・これからの児童生徒に求められる能力の一つであり、関連する環境整備を行うこ

とで保護者も安心してタブレット端末を一緒に使用できると思う。ただし、家庭

に持ち帰って活用することについては、各家庭に聞き取りをし、家庭の事情や予

測不能のトラブルなどにも配慮してほしい。 

・タブレット端末による子どもの視力低下や読み書きなど鉛筆を使った学習の不足

などが心配される。 

・学びの個別化はすばらしいことだが、子ども達が便利な道具に「使われない」よ

うに道徳などの授業を通して児童生徒に「心の在り方」を指導してほしい。 

・県立大学の学生を活用したＩＣＴ支援員の配置は本市独自のメリットである。最

大限かつ効果的な活用を期待したい。 

・ドローンを活用した取組を初めて知った。知らない人が多いと思うので、もっと

子ども達が作った作品を広めてほしい。 
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 分 野 社会教育部門 

項  目 （１）読書の大切さの啓発と

読書活動の推進 

担当課 生涯学習課 

点検・評価対象事業名 子どもの読書活動推進事業 

事業の目的   

○子どもが積極的に読書活動を行う意欲を高めるために、家庭、地域、保育園、幼

稚園や学校と連携し相互に協力を図りながら市民全体への啓発活動に取り組む。 

○「由利本荘市子どもの読書活動推進会議」と連携し、全ての地域での読み聞かせ

事業を展開しながら子ども読書、親子読書の活動を推進する。 

事 業 の 実 施 状 況  

○会議・研修会等 

 ・令和３年５月１２日 企画部会 

・令和３年６月 ２日 第１回子どもの読書活動推進会議 

・令和３年６月１７日 第１回研修部会 

 ※広報誌編集のための広報部会はコロナウイルス感染拡大予防に配慮し、書面 

開催とした。  

 

○事業 

・令和３年１０月１６日 「おはなし研修会」 

・令和４年２月発行 「心にとどけスマイル便第１５号」 

  ※小さい子どもを持つ家族が多く参加することが予想される「おはなしフェスティ 

  バル」については、感染拡大予防のため実施しないこととし、代わりに委員のスキ 

  ルアップのための「おはなし研修会」を開催した。  

 

○読み聞かせボランティア派遣 

・保育園・幼稚園１１件、対象人数 ５３５名 

実施保育園等内訳 

令和３年１０月 １日（石脇北保育園） 

１０月 ７日（子吉保育園） 

     １０月 ８日（石脇西保育園） 

     １０月２９日（風の子保育園） 

     １１月 ８日（下川大内保育園） 

１１月１７日（石脇東保育園） 

１２月 ８日（小友保育園）絵本セット貸出あり 
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１２月１５日（石沢保育園）絵本セット貸出あり 

令和４年 １月１４日（ゆり保育園） 

 １月１７日（ゆり保育園） 

２月２５日（中央保育園） 

 ※９月６日、県立ゆり支援学校は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に配慮し読

み聞かせは中止し、絵本セット貸出のみ実施した。 

 

○図書館を使った調べる学習コンクール事業  

・作品募集期間：令和３年８月２７日～９月２４日 

 ・関連事業：「図書館を使った調べる学習」の指導方法等について（中止） 

 ・表彰式：令和３年１０月２４日 

 ※新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、関連事業として予定していた講座は 

中止とした。 

点 検 評 価 及 び 説 明 □目標を上回る      ■ほぼ目標どおり 

□目標をやや下まわる   □目標を大幅に下まわる 

○コロナ禍の中ではあったが、行事等の回数を見直し規模を縮小して実施するなど

各部会の活動はほぼ計画通りに行うことができ、成果も見られた。 

〇読み聞かせボランティア派遣事業については、市内の幼稚園・保育園が新型コ 

 ロナウイルス感染症予防の観点から、読み聞かせ活動の申し込みがあっても中 

止となる例も多くある。読み聞かせができなくても本に触れる機会をつくるた 

め、新たな試みとして絵本のセット貸出しを行った。 

〇市子どもの読書活動推進会議が実施している「おはなしフェスティバル」は、 

 子どもたちが多く集まることから、新型コロナウイルス感染拡大予防に配慮し 

て中止とし、代わりに読み聞かせ団体のスキルアップのための「おはなし研修」 

を開催した。活動する上での疑問の解決や情報交換を図ることができた。 

○これまで、保護者向けチラシ「心にとどけスマイル便」と子どもの読書活動推進

会議広報誌「スマイルひろがり便」の２つを発行していたが、内容を１つにまと

め「心にとどけスマイル便」として第１５号を発行し、紙面の充実に努めた。 

○「第４回由利本荘市図書館を使った調べる学習コンクール」を開催した。 

 （応募点数：１２点 全国コンクール推薦：１点） 

今後の課題及び改善策・方向性  

○小さな子どもたちの参加を得て実施される行事が多いため、新型コロナウイル 

 ス感染予防対策を講じて安全な事業運営、活動ができるよう会員間の情報共有 

を図りながら「読み聞かせボランティア」「図書館」「保育園・幼稚園」「学校」「地 



18 
 

域」が連携し、子どもの読書活動をより活性化させる計画と取組の推進に努める。 

○市子どもの読書活動推進会議が実施している研修会等については、新型コロナ 

 ウイルス感染拡大状況に留意しながら、可能な範囲で子どもたちに関わる教職 

 員（学校司書）、保育士等の参加も呼びかけたい。また、読み聞かせや子ども 

の読書活動に関心のある一般市民も参加できる事業等も積極的に検討し実施に 

つなげていきたい。 

○各読み聞かせボランティア団体におけるボランティア数減少と高齢化が継続して

進んでいる。従来の広報誌に加え、ケーブルテレビ等メディアを活用して各ボランテ

ィア団体の活動等を周知すると共に、読み聞かせに関心がある市民を活動に誘導す

る取組を計画、実施する必要がある。新たなボランティアの掘り起こしと後進の

育成のための育成講座等の計画を検討したい。 

〇「図書館を使った調べる学習コンクール」は、前回と同じテーマをより掘り下げ

て調査研究した作品や、日常や地域をテーマにした作品の応募があり、地域コン

クールの意義が浸透してきている。 

 一方で、今回は中高生の応募が無く、大人に至っては未だゼロの状況であること

から、市民サークル等への個別の対応を行う必要がある。  
また、外部講師に頼るだけで無く、図書館職員が相談・指導に関わる事業に取り組ん

でいきたい。 

 

学識経験者の意見  

・コロナ禍の中、行事等の回数を見直し規模を縮小して実施するなど、各部会の活

動はほぼ計画通りに行っており、成果も見られたことは大いに評価できる。 

・市子どもの読書活動推進会議が実施している研修会等については、新型コロナ 

 ウイルス感染拡大状況に留意しながら、可能な範囲で子どもたちに関わる教職 

 員、保育士等の参加も呼びかけ、子どもの読書活動をより活性化させる計画と取

組の推進に努めてほしい。 

・読み聞かせボランティアの減少と高齢化が心配である。広報誌やメディアをうま

く活用してＰＲを行い、是非とも運営を維持してほしい。 

・小さな時に心に残った本は一生心に残るのではないか。絵本の重要性を伝えてい

くためにも、読み聞かせボランティア活動への支援を考えてほしい。 
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 分 野 社会教育部門 

項  目 （２）生涯学習・社会教育・

公民館活動の推進 

担当課 生涯学習課 

点検・評価対象事業名 学社連携・融合の推進事業 

事業の目的   

○地域社会全体で子どもたちを育むことを目的に、子どもの学習支援を中心に各機

関・団体・学校等との連携を深め、ボランティア等地域の人材の活用を積極的に

図りながら地域の教育力の向上を図る。 

事 業 の 実 施 状 況  

○【継続事業】放課後子ども教室（文部科学省補助事業：国・県・市各1/3負担） 

  放課後の子どもの安心・安全な居場所として、学習を中心とした活動を実施。 

市内小学校では、新型コロナウイルスの影響により活動を自粛した学校１校を 

を除く１２校で実施した。活動回数を縮小するなど影響はあったが概ね計画ど 

おりに行うことができた。 

  ・延べ開催回数 942回、延べ参加児童数 31,471人、延べスタッフ数  3,232人 

 ・事業費総額5,887千円 

○【継続事業】学校支援活動（文部科学省補助事業：国・県・市各1/3負担） 

  ・学習支援、環境整備、安全確保、読み聞かせ、学校行事などに地域住民がボラ

ンティアとして積極的に参画し学校の活動を支援。 

 ・中学校区単位で10本部を設置し、市全小中学校（小学校13校、中学校10校） 

が対象 

 ・活動時間数 349日間、延べボランティア人数 878人 

 ・事業費総額 230千円 

〇【継続事業】地域未来塾（文部科学省補助事業：国・県・市各1/3負担） 

 ・自学形式による無料学習支援の場づくりとして実施。教員OBや地元大学生など

地域住民の協力により、学習を進めるにつれて生まれる疑問やつまづきを解決し

学力の向上を図る。 

 ・市内全中学校生徒（中学校10校）を対象。 

 ・活動日数 19日、参加申込者数44人、延べ参加生徒数 174人 

 ・事業費総額 324千円 

点 検 評 価 及 び 説 明 □目標を上回る      ■ほぼ目標どおり 

□目標をやや下まわる   □目標を大幅に下まわる 

○放課後子ども教室 

 ・新型コロナウイルスの影響により開催を見送った教室が令和２年度は多かった
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が、消毒などの基本的な感染症への対策を行いながら実施ができることが分か

り、令和３年度は参加児童数が増えてきており、コロナ禍前の取り組み状況に

戻りつつある。学校とも情報を取りながら、放課後の安心安全な居場所を確保

することができた。 

○学校支援活動 

 ・学校の要請を受け地域コーディネーターと地域住民が連携し、学習環境整備、 

  学校行事等を支援できており、認知度も高くなっているといえる。 

・多くの住民の参加を得て行う学校行事は、新型コロナウイルスの影響を大きく

受けており、少なくなっている状況。地域住民、生徒児童、双方の安全を考慮

し活動時間を縮小する学校があった。 

〇地域未来塾 

 ・「基礎学力の定着」、「学ぶ喜びの醸成」など様々な喜びのある「学び舎」を

目指した。感染症対策を十分に行い、例年参加者が多い夏季の開催ができたこ

とで、前年に比べ参加申込者が（R2年度）24名から（R3年度）44名に増えた。

事後アンケートでは「学習に集中できる環境」「わかりやすい・丁寧な説明」

等好評であり、継続を希望する声が多くある。 

今後の課題及び改善策・方向性  

○放課後子ども教室 

 ・感染症への警戒から、地域により活動時間、内容の差がある。学校との情報共

有を図りながら、無理のないように進めていきたい。スタッフの高齢化等によ

るサポーター等の後継者不足が進んでいる。今後は地域人材の確保と育成が課

題である。 

○協働活動（旧：学校支援活動） 

 ・コロナウイルスの影響により、大人数で行う集合型の学校行事が少なくなって

いる。学校間の情報交換の場を設け、安全な活動ができるよう努めたい。 

・コミュニティ・スクールとのより一層の連携が重要となる事業である。多数の

地域住民に参画いただくため、住民意識の醸成、意欲ある活動者の確保が必要

となる。 

〇地域未来塾 

 ・市内全地域を対象としているが、地域毎に申込数にばらつきがあり、全ての 

  地域の生徒が参加しやすい体制づくりが必要となるため、各教育学習課との連 

携も必要となる。 

・中学生と年齢の近い地元大学生の協力を引き続き得ながら、学習しやすい環境 

づくりにも配慮したい。 
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学識経験者の意見  

・これらの事業は地域の教育力の向上を図るうえで非常に大事な事業であり、地域

人材や参画者の確保に努め、長く継続する体制づくりを進めてほしい。 

・地域未来塾の大学生による支援が可能であれば、中学校の全学年向けに行ってほ

しい。中学生にとって、大学生からの指導は新鮮で、学習意欲の向上に繋がるの

ではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         

 

 

 

 

 



22 
 

 分 野 文化振興部門 

項  目 （１）芸術文化の振興 担当課 文化・スポーツ課 

点検・評価対象事業名 第１７回由利本荘美術展 

事業の目的   

○市民が様々な分野の芸術文化に出会い鑑賞できるよう、その機会を創出する。 

○由利本荘圏域の文化向上のため、美術作家または愛好者のレベルアップを図り、

圏域住民の芸術作品への関心を高めることを目的に開催する。 

事 業 の 実 施 状 況  

○由利本荘美術展 

・開催場所：カダーレ ギャラリー１＋２＋３ 

・開催期日：令和４年１月２９日（土）～２月２日（水） 

・出品者数（作品数）：１２４名 絵画２８、書道３３、工芸２７、写真３６ 

・期間中入場者数：８５０人 

点 検 評 価 及 び 説 明 □目標を上回る      ■ほぼ目標どおり 

□目標をやや下まわる   □目標を大幅に下まわる 

○絵画・書道・工芸・写真の各部門が一堂に会し、由利本荘圏域住民が多様な芸術

と出会える機会となった。また、個々の作品の質が高く、総じて展覧会としての

充実が見られたことから、来場者からも好評を得た。 

○各部門からの出品者・作品数は、ほぼ同規模で推移している。 

○新人の発掘や登用を行い、同時に作品発表の機会を提供した。 

○実行委員会による、市民主導での開催により、創作活動意識の高揚が図られた。 

今後の課題及び改善策・方向性  

○継続開催する。 

○部門を越えた作家同士の交流の場となることから、地域を拠点に活躍する新たな

芸術活動や人材育成が期待できる。 

○引き続き新人の発掘や登用を図る。 

○更に魅力アップを図るための企画を検討、提案していく。 

学識経験者の意見  

・各部門の作品が一堂に会し、住民が多様な芸術と出会える貴重な機会となってい

ることは高く評価する。個々の作品の質も高く、来場者からも好評を得ており、

地域の芸術活動の充実や人材育成にも役立っており、今後も継続した取組を期待

したい。 

・こうした事業を知らない人も多いと思う。来場者をもっと増やすためにも、市内

外に向けてもっとＰＲしたほうがよいのではないか。 
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 分 野 文化振興部門 

項  目 （２）文化財保護活動の推進 担当課 生涯学習課 

点検・評価対象事業名 歴史文化拠点施設整備事業 

事業の目的   

○老朽化が進み、資料の保存・活用を円滑に行う上で少なからず問題点を抱えてい

る各資料館の現状を見据えた、本市全体を統括する歴史文化拠点施設のあり方に

ついて、有識者による委員会により具体的な検討を進め、基本方針を策定する。 

○教育・観光・地域振興に結びつく「由利本荘市の特長を活かした誘客施設」を目

指すとともに、事業の中で、既存資料館の今後のあり方についても検討する。 

事 業 の 実 施 状 況  

○検討委員会の開催 

 ・令和3年7月26日（月）出席者：委員7名、助言者1名、事務局8名 

  内 容 基本方針の内容についての検討 

 ・令和3年10月27日（水）出席者 委員7名、助言者1名、事務局8名 

  内 容 基本方針事務局案の検討 

 ・令和4年1月20日（木）出席者 委員7名、助言者1名、事務局12名 

  内 容 基本方針最終確認 

点 検 評 価 及 び 説 明 □目標を上回る      ■ほぼ目標どおり 

□目標をやや下まわる   □目標を大幅に下まわる 

○令和元年度より委員会で検討を進めてきた「由利本荘市歴史文化拠点施設整備基本方

針」を策定し、本市に相応しい新たな拠点施設のあり方を示すことができた。 

今後の課題及び改善策・方向性  

○令和4年度から検討委員会に加え、新たに考古・歴史民俗・自然の各専門分野の

分科会での協議により、基本構想（マスタープラン）を策定するための前段階と

なる展示構想の作成を目指す。 

学識経験者の意見  

・「由利本荘市歴史文化拠点施設整備基本方針」を策定し、本市に相応しい新たな拠点施

設のあり方を示すことができたことは高く評価したい。引き続き文化財保護活動の推

進に努めてほしい。 
・施設の設置場所についても具体的に検討を進めてほしい。 

・施設での展示の仕方、どのような見せ方をしていくのか。他市の施設も参考にし

ながら工夫を凝らした展示も併せて考えてもらいたい。 
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 分 野 スポーツ振興部門 

項  目 （１）スポーツ施設の整備充

実 
担当課 文化・スポーツ課 

点検・評価対象事業名 既存体育施設の改修整備等 

事業の目的   

○スポーツ・レクリエーション活動の拠点となるスポーツ施設の整備を図り、市民 

 に運動の場を提供し、その有効利用を促進する。 

事 業 の 実 施 状 況  

○本荘地域  23,205千円 遊泳館大規模改修事業 

        2,508千円 由利本荘市ソフトボール場ダッグアウト改修事業 

○矢島地域   5,940千円 矢島体育センター改修事業（アリーナ照明ＬＥＤ化） 

3,938千円 矢島屋内運動広場改修事業（アリーナ照明ＬＥＤ化） 

○岩城地域  22,896千円 岩城総合体育館改修事業 

（アリーナ照明ＬＥＤ化及びパネルヒーター更新） 

10,450千円 高城体育館改修事業 

（アリーナ照明ＬＥＤ化及びカーテンレール更新） 

○鳥海地域   1,903千円 鳥海トレーニングセンター改修事業 

            （消火栓ポンプ設備修繕） 

点 検 評 価 及 び 説 明 □目標を上回る      ■ほぼ目標どおり 

□目標をやや下まわる   □目標を大幅に下まわる 

○経年劣化等により改修や修繕が必要とされていた施設や設備の改修を年次計画で

行い安全性と利便性を高めた。 

今後の課題及び改善策・方向性  

○平成30年に由利本荘総合防災公園「ナイスアリーナ」がオープンし、「ナイスア

リーナ」を拠点に市のスポーツ振興を推進していくことにしているが、地域の体

育施設はそこに住む住民のスポーツ活動拠点となっていることから、順次整備を

進めていきたい。 

○各地域の体育施設は、老朽化等により改修や修繕費用が年々増加してきている。

一方で交付税の削減により更に財政的に厳しく予算措置が困難になってきている

ため有効な助成事業等を活用しつつ、今後は緊急性や安全性、利用頻度の観点等

から修繕を必要とする施設の優先順位による整備が求められてくる。 

学識経験者の意見  

・経年劣化等により、整備が必要な施設や設備の改修を年次計画で行い、安全性と

利便性を高めたことは高く評価したい。一方、老朽化等により改修費用が年々増
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加してきているため、財政的に予算措置が厳しくなってきている現状がある。 

今後は緊急性や安全性、利用頻度の観点等から修繕を必要とする施設の優先順位

を立てながら、効率的な整備に努めてもらいたい。 
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 分 野 スポーツ振興部門 

項  目 （２）プロスポーツチームへ

の支援とチームとの連携によ

るスポーツ振興 

担当課 文化・スポーツ課 

点検・評価対象事業名 プロスポーツを通じたスポーツ振興事業 

事業の目的   

○ホームタウンとして、ブラウブリッツ秋田、秋田ノーザンハピネッツ並びにアラ

ンマーレ秋田を支援するとともに、チームと連携して市民にプロスポーツ選手と

のふれあいの場を提供し、夢を持ってスポーツに親しむことができる態勢を整え

るとともに、スポーツを通して地域の賑わいづくりや活性化を図る。 

 令和３年度は新型コロナウイルスの感染状況を見極めながらの事業展開とする。 

事 業 の 実 施 状 況  

○Ｊリーグチーム「ブラウブリッツ秋田」 

 ・ピッチバナー広告料として５０万円を支出し支援。 

・ホームゲームに市民の無料招待（７月１１日） 

 ・夏休み前に市内の小学生にブラウブリッツ秋田応援うちわの配布 

 ・ホームタウンサンクスデー開催による市民の無料招待（１０月１６日） 

○Ｂリーグチーム「秋田ノーザンハピネッツ」 

 ・スポーツ少年団を対象としたバスケクリニックの開催（７月１７日） 

 ・シーズンゲーム開催に伴う運営協力（５月８日、１月２２～２３日） 

 ・シーズンゲームへ市内バスケットボールスポーツ少年団・中学生を招待 

○Ｗリーグチーム「アランマーレ秋田」 

 ・「道の駅岩城」付近の海岸を市民とともにクリーンアップ（９月１８日） 

 ・シーズンゲーム開催に伴う運営協力（１月１５～１６日） 

 ・シーズンゲームへ市内バスケットボールスポーツ少年団・中学生を招待 

点 検 評 価 及 び 説 明 □目標を上回る      ■ほぼ目標どおり 

□目標をやや下まわる   □目標を大幅に下まわる 

○市としてプロチームを支援することで、市民のスポーツへの関心が高まるほか、

プロチームから市民の試合招待等の還元が期待できる。また、プロチームから直

接指導を受けることで、子どもたちが夢を持ちスポーツに取り組むようになり、

目標設定や競技力向上に繋がる。 

今後の課題及び改善策・方向性  

○ブラウブリッツ秋田：H26からホームゲーム開催が全て秋田市会場となっている。

R3からJ2に昇格したことで、市民の関心が高まっており、引き続きサンクスデー
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による無料招待等をしてもらえるよう継続して支援していきたい。 

○秋田ノーザンハピネッツ：Ｂリーグホームゲームを引き続き由利本荘市で開催し

てもらえるよう、チームと連携を密にしながら誘致するとともに、本市スポーツ

振興への協力依頼を進めていく。 

○アランマーレ秋田：Ｗリーグホームゲームを引き続き由利本荘市で開催してもら

えるよう、チームと連携を密にしながら誘致するとともに、本市スポーツ振興へ

の協力依頼を進めていく。 

学識経験者の意見  

・プロ選手から直接指導を受けられることは、子ども達が大きな夢を持ち、将来に

向かってスポーツに取り組むよい機会であり、競技力向上に繋がっている。継続

し取り組んでいただきたい事業であり、高く評価したい。 

・子ども達に夢を与える事業のひとつであり、会場で観覧するだけでなく、ＩＣＴ

を活用し、より多くの子ども達が恩恵を享受することができるよう配信すること

なども検討してもらいたい。 

・機会があればオリンピック選手などを招いて事業を行ったり、他種目のプロスポ

ーツについても誘致を期待したい。 
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 分 野 教育環境整備部門 

項  目 （１）学校環境適正化の推進 担当課 教育総務課 

点検・評価対象事業名 「由利本荘市第二次学校環境適正化基本計画」の推進 

事業の目的   

○児童規模において、100人以下の小規模校から800人規模の大規模校まで６校で構

成されている本荘地域において、児童の減少が今後も続き、複式学級導入の学校

も複数生じてくる可能性を重く捉え、学校間の教育環境の格差を解消し、文部科

学省が示している適正規模・適正配置に基づいた均衡ある学校を構築するため、

「第二次学校環境適正化基本計画」を平成３１年３月に策定し、本荘地域の適正

な学校環境の推進に向け、その取組を進める。 

事 業 の 実 施 状 況  

○平成３１年３月４日 

  ・教育委員会 臨時会  「第二次学校環境適正化基本計画」承認。 

○周知活動 

 平成３１年 １月１５日号   『広報ゆりほんじょう』掲載 

  平成３１年 １月～２月   各小学校区で説明会を開催（計５回） 

  令和 元年 ５月１７日   本荘地域町内会長協議会で説明 

  令和 元年 ７月 ５日   石沢小ＰＴＡ、小友小ＰＴＡで説明 

○小友小・石沢小統合に向けた取組 

  令和元年 ８月１９日 教育委員会 定例会「小友小・石沢小の統合及び時期に 

ついて」承認  

                      小友小学校・石沢小学校統合準備委員会設置要綱施行 

  令和元年１０月３０日 「第１回 小友小・石沢小統合準備委員会」 

                      構成：学校運営協議会・地域振興会・町内会長協議会  

集落支援員・ＰＴＡ・学校 １９名  

                      委員長：小友小学校学校運営協議会会長 

                 小友地域振興会会長 須田純悦 

 令和元年１２月１９日 「第２回 小友小・石沢小統合準備委員会」 

  令和２年 １月３０日 「第３回 小友小・石沢小統合準備委員会」 

 令和２年 ２月１８日 小友・石沢スポーツ少年団の体制に係る協議 

 令和２年 ６月 ５日 統合後の通学方法に係る意見交換会 

 令和２年 ７月２０日 「第４回 小友小・石沢小統合準備委員会」 

 令和２年１１月 ３日 「石沢小学校閉校記念式典」 

 令和２年１２月２２日 「第５回 小友小・石沢小統合準備委員会」 
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令和３年 ２月２６日 「第６回 小友小・石沢小統合準備委員会」 

 

 

○統合小学校建設・改築に向けた取組 

  令和元年１０月３１日  「本荘地域学校再編委員会設置要綱」施行 

  令和元年１２月 ２日 「第１回 本荘地域学校再編委員会」   

  ◆構 成：学識者・ＣＳ・ＰＴＡ・学校・学校運営協議会・振興会・町内会  

14名 

  ◆委員長：秋田県立大学システム科学技術学部長 松本真一 

 令和２年 ２月２０日 「第２回 本荘地域学校再編委員会」  

  令和２年 ２月２７日 「教育委員会 協議会」 

  令和２年 ３月 ９日  市議会「教育民生常任委員会」にて中間報告 

 令和２年１０月 ６日 「第３回 本荘地域学校再編委員会」 

 令和２年１１月１１日 「第４回 本荘地域学校再編委員会」 

 令和２年１１月２４日 「教育委員会 定例会」で承認・決定 

 

令和３年 ７月２９日 「本荘南中学校区統合小学校準備委員会設置要綱」、 

「本荘東中学校区統合小学校準備委員会設置要綱」施行 

令和３年 ９月２８日 「第１回 本荘地域学校再編委員会」 

令和３年１０月２８日 「第１回 本荘東中学校区統合小学校準備委員会」 

令和３年１１月１９日 「第１回 本荘南中学校区統合小学校準備委員会」 

令和３年１２月２１日 「第２回 本荘東中学校区統合小学校準備委員会」 

令和３年 ３月 ４日 「第２回 本荘南中学校区統合小学校準備委員会」 

【結果】 

  統合年月：令和３年４月  使用校舎 ：小友小学校校舎 

    校  名：「小友小学校」  校歌・校章：小友小学校の校歌・校章 

    ※児童の通学には、路線バス・スクールバスを併用する。 

    ※現在石沢小学校で行っている、石沢地域の伝統・文化を活かした 

取組を小友小学校に引き継ぐ。 

【学校再編委員会報告】 

 統合小学校の建設予定地は、本荘東中学校の市道松街道線を挟んだ西側

とする。 

 通学区域は、小・中１ユニットの視点、四校からの通学面など総合的に

考え、現本荘東中学校の通学区域を適用する。 
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※中止のため、アンケートを実施。 

令和３年 ３月    「第２回 本荘地域学校再編委員会」※中止 

点 検 評 価 及 び 説 明 □目標を上回る      ■ほぼ目標どおり 

□目標をやや下まわる   □目標を大幅に下まわる 

○「第二次学校環境適正化基本計画」に従い、本荘南中学校区及び本荘東中学校区

の小学校統合を円滑に進めるために、学識者や地域、学校、ＰＴＡ等で組織する

「統合小学校準備委員会」を設置し、校名の決定方法や使用校舎について、具体

的な協議を進めることができた。 

○令和元年度に設置した「本荘地域学校再編委員会」においては、３年度は学識者

を含む２３名の委員に委嘱し、３年度の協議事項について確認したほか、２つの

準備委員会の設置意義などについて説明し理解を得た。 

○年度末に予定していた「第２回本荘地域学校再編委員会」、「第２回本荘南中学

校区統合小学校準備委員会」はコロナ感染拡大のため、開催することができなか

ったが、「本荘南中学校区統合小学校準備委員会」は、委員に協議事項について

のアンケートを実施し、意見集約を行った。 

今後の課題及び改善策・方向性  

○「本荘南中学校区統合小学校準備委員会」の協議事項である「校名の決定方法」

、「使用校舎」については継続協議となったため、次年度すみやかに協議を行い

「本荘東中学校区統合小学校準備委員会」とともに「校名」を、「本荘南中学校

区統合小学校準備委員会」では「使用校舎」についても決定することができるよ

う、協議を進める必要がある。 

学識経験者の意見  

・本荘地域の適正な学校環境の推進に向け、各委員会を立ち上げ、市民の代表の意

見を汲みながら、計画的に取り組み協議を進めていることは高く評価したい。 

・今後も決定すべき協議事項について、地域の意向を取りまとめながら協議を深め

ていってほしい。 

・こうした取組にはこれまでの経緯や経験が非常に役立ってくるので、十分な経験

のある職員または適正な担当職員の配置をお願いしたい。 
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 分 野 教育環境整備部門 

項  目 （２）学校施設の整備 担当課 教育総務課 

点検・評価対象事業名 ①新山小学校改築事業 

事業の目的   

○「公共施設等総合管理計画」や「学校環境適正化計画」に基づき、築６０年近く

経過した新山小学校の校舎を改築し、学校環境の適正化を図る。 

【学校施設環境改善交付金事業】 

事 業 の 実 施 状 況  

令和元年度事業 

 ●基本設計業務委託（耐力度調査を含む） 

  委託期間 Ｒ１．８．９～Ｒ２．３．１９ 

  契約金額 ２２，４４６，６００円 

  契約相手 村田・アルファ設計共同企業体 

 ●敷地測量業務委託 

委託期間 Ｒ１．１２．１３～Ｒ２．３．１９ 

  契約金額 １，３５３，０００円 

  契約相手 三栄測量株式会社 

令和２年度事業 

 ●実施設計業務委託 

  委託期間 Ｒ２．７．１７～Ｒ３．３．１９ 

  契約金額 ７５，０２０，０００円 

  契約相手 村田・アルファ設計共同企業体 

●地盤調査業務委託 

  委託期間 Ｒ２．７．２７～Ｒ３．１．２２ 

  契約金額 ６，１６０，０００円 

  契約相手 秋田ボーリング株式会社 

令和３年度事業 

 ●建築主体工事（第Ⅰ・Ⅱ期） 

工事期間 Ｒ３．６．１７～Ｒ６．９．３０ 

  契約金額 ２，６０５，９００，０００円 

  契約相手 村岡・長田・山科特定建設工事共同企業体 

●機械設備工事（第Ⅰ期） 

工事期間 Ｒ３．６．１７～Ｒ４．９．３０ 

  契約金額 ３３１，１００，０００円 
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  契約相手 三共施設・山二施設・高橋秋和特定建設工事共同企業体 

●電気設備工事（第Ⅰ期） 

工事期間 Ｒ３．６．１～Ｒ４．９．３０ 

  契約金額 １４６，７４０，０００円 

  契約相手 本荘電気・仁賀保電機特定建設工事共同企業体 

●監理業務委託 

  委託期間 Ｒ３．６．１４～Ｒ６．１０．１１ 

  契約金額 ５８，８５０，０００円 

  契約相手 村田・アルファ設計共同企業体 

 

点 検 評 価 及 び 説 明 □目標を上回る      ■ほぼ目標どおり 

□目標をやや下まわる   □目標を大幅に下まわる 

○例年を上回る積雪と強風により、施工箇所や運搬路の除雪やクレーン作業が幾度

となく中止となり、作業が予定通り進まず、約１ヶ月の遅れが生じ、年度内に予

定していた分まで工事を完成させることができなかったが、その後に挽回し、４

年度に予定していた分に影響を及ぼすことなく、遅れた分を完成させることがで

きた。 

今後の課題及び改善策・方向性  

○隣接する既存校舎で通常の学校運営を行っている中での作業であるが、児童や職

員の安全に十分配慮しながら遅滞なく工事を進める必要がある。 

○施工業者や監理業者と連絡調整を密にしながら、常に進捗状況を把握し、円滑な

工事の実施を促す必要がある。 

学識経験者の意見  

・「公共施設総合管理計画」や「学校環境適正化計画」に基づき、学校環境の適正化を図

るため、老朽化した新山小学校の改築を児童や職員の安全に最大限配慮しながら進めて

いる。今後も安全に十分配慮しながら遅滞なく工事を進めてほしい。 
・悪条件が重なり工事が遅れた分を知恵と工夫を凝らしながら挽回したことは高く

評価したい。 

・長い工期となるため、安全な工事管理はもちろんのこと、従事する職員の健康管

理や事故防止、コロナ対策などにも十分配慮しながら工事を進めてほしい。 
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 分 野 教育環境整備部門 

項  目 （２）学校施設の整備 担当課 教育総務課 

点検・評価対象事業名 ②学校大規模改修事業 

事業の目的   

○「公共施設等総合管理計画」や「学校環境適正化計画」に基づき、築３０年以上

経過した老朽化の進む校舎等の大規模改修を行い、学校環境の整備に努める。 

【学校施設環境改善交付金事業】 

事 業 の 実 施 状 況  

○小中学校大規模改修事業 

 

  ●本荘北中学校大規模改修事業（繰越事業） 

   工事期間 Ｒ２．６．１０～Ｒ３．１２．１６ 

   契約金額 ４９３，１２３，４００円 

   契約相手 村岡・長田・塚本 特定建設工事共同企業体 

   改修概要 屋上防水、外壁改修、トイレ洋式化、建具・床改修、 

        灯具ＬＥＤ化、ＦＦ暖房設置、プール取壊し、駐車場増設 他 

 

  ●岩城小学校沈下対策事業 

   工事期間 Ｒ３．４．３０～Ｒ３．８．３０ 

   契約金額 ２５，９１７，１００円 

   契約相手 菊吉建設株式会社 

   改修概要 校舎棟、体育館棟のバリアフリー化工事 

校舎棟：玄関部、避難経路、避難口 

体育館棟：避難口 

地下タンク配管防災対策工事 

 

 

 

 

 

【実績】平成２６年度：大内中学校     平成２７年度：大内小学校 

平成２８年度：西目中学校（H29へ繰越） 

平成３０年度：由利中学校 

令和 ２年度：本荘北中学校 
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点 検 評 価 及 び 説 明 □目標を上回る      ■ほぼ目標どおり 

□目標をやや下まわる   □目標を大幅に下まわる 

○令和３年１２月までの工期であったが、課題であった駐車場不足の解消や渡り廊

下の整備のほか、照明のＬＥＤ化、トイレ洋式化など老朽化していた学校設備の

再整備を行い快適な環境づくりができた（本荘北中）。 

○外構の沈下対策とあわせて、段差解消やスロープ、手すりの設置を行い、学校周

辺のバリアフリー化を図ることができた（岩城小）。 

今後の課題及び改善策・方向性  

○現時点で予定していた大規模改修は一区切りとなり、現在は改築事業を中心に行

っているところであるが、今後は、児童生徒数の推移を見据えながら、学校再編

に合わせた整備計画を立てる必要がある。 

学識経験者の意見  

・本荘北中学校は駐車場の拡充や照明のＬＥＤ化、トイレ洋式化など設備の更新が

なされ、よりよい学校環境の整備に繋がっている。引き続き、快適な学校環境の

整備に努めてほしい。 

・岩城小学校は交付金をうまく利用して学校周辺のバリアフリー化を図っている。今後も

学校の状況・状態に応じて効果的に交付金の活用をしながら、適正な学校環境の整備を

進めてほしい。 
・今後は、児童生徒数の推移を見据えながら、学校再編に合わせた整備計画を立て

る必要があると思うが、通常の学校運営に支障がないよう安全・危険対策など、

修繕の必要な部分については、きちんと対応してほしい。 

 


